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金趣…木…だ露…よ…り

昭
和
凡
十
二
年
元
川
・
に
際
し

心
か
ら
御
祝
い
申
し
ｔ
げ
ま
す

本
年
も
町
民
各
位
に
は
揃
っ

て
雌
脹
で
あ
り
、
繁
栄
さ
れ
ま

す
よ
う
衷
心
上
り
御
祈
り
申
し

止
げ
ま
す

さ
て
、
助
役
・
収
入
役
・
問

疋
宙
雌
椰
川
、
空
席
の
ま
ま
一

期
終
ｒ
す
る
や
に
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
遂
に
今
般
会
で
助
役
と

収
人
役
人
Ｗ
の
砿
鰡
を
柵
る
に

…
…
…
…
…
…
Ｉ
…
…
９

金
木
町
《
長

大
橋
忠

勝

い
た
り
ま
し
た
。
否
決
に
否
決

を
爪
ね
た
だ
け
に
感
無
趾
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
任
期
も
あ
と

三
ヵ
〃
で
す
が
、
三
役
協
力
し

合
っ
て
砿
任
雌
後
の
稗
政
に
努

め
ま
す
。

就
任
洲
時
は
水
逆
や
土
地
開

発
公
社
の
併
発
脈
繊
問
題
、
蒋

松
町
や
蝋
地
公
剛
の
川
地
間
迦

極
端
な
窮
迫
財
政
ド
で
の
水
遊

工
轆
や
蒋
良
巾
小
学
校
及
び
中

央
公
民
肺
の
川
地
造
成
、
建
投

そ
し
て
定
成
後
の
ス
ラ
イ
ド
饗

求
嫌
々
苦
境
こ
の
上
な
い
も
の

で
あ
り
ま
し
た
が
、
金
水
川
氏

恥
只
の
極
端
な
節
約
と
底
力
は

つ
い
に
全
て
を
克
服
、
先
般
雛

会
に
お
け
る
収
支
決
節
で
は
一

他
七
千
三
、
″
円
余
の
肌
宇
を

み
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
衷
心
よ
り
御
礼
と
感
謝
を
叩

金
木
町
雛
会
十
二
〃
定
例
会

は
十
二
〃
十
九
Ⅱ
に
開
会
し
、

会
期
を
十
九
Ⅱ
か
・
し
二
十
二
Ⅱ

主
で
の
川
Ⅱ
間
と
決
め
、
昭
和

八
十
二
年
座
一
般
会
汁
補
旺
予

節
、
昭
椥
皿
十
二
年
皮
脚
氏
雌

服
保
険
特
別
会
汁
補
旺
予
算
（

術
業
勘
定
）
な
ど
十
三
案
件
が

上
慨
さ
れ
、
大
怖
町
及
の
捉
案

馴
山
脱
明
の
あ
と
散
会
し
ま
し

た
。
二
十
Ⅲ
休
会
の
後
、
翌
二

S

E

ｰ ‐'

し
上
げ
ま
す
・

五
十
三
年
鹿
「
蝦
か
な
金
木

町
」
は
次
の
点
で
飛
跳
い
た
し

ま
す
。

①
班
瀬
財
産
Ⅸ
川
地
（
百
町
歩
）

蒋
良
市
財
産
Ⅸ
川
地
（
、
庇
十

町
歩
）
の
利
川
ｌ
競
蛎
場
の

溌
致
（
現
在
洲
盗
中
）

②
弘
大
川
地
払
い
卜
げ
の
実
現

を
期
す
る
年
。
Ⅲ
競
蝿
場
跡
地

（
十
一
町
歩
）
に
金
木
中
学
校

町
氏
体
育
館
、
総
合
グ
ラ
ン
ド

野
球
場
雄
股
汁
川
の
策
定
。

③
商
災
快
頂
ｋ
州
発
附
始
（
キ

ャ
ン
プ
・
フ
ィ
ｌ
ル
ド
ア
ス
レ

チ
ヅ
ク
弊
川
地
間
収
済
み
）

④
町
憐
牧
塒
の
槻
光
化
、
腸
の

沢
冷
泉
の
附
発
（
本
年
腿
子
凍

化
済
み
）

⑤
統
合
金
木
小
学
校
述
没
。

⑥
詳
良
巾
小
学
校
給
食
施
没
池

蘭
問
は
、
水
川
利
川
Ⅳ
細
対

策
・
挫
旅
物
の
州
抓
更
新
・
岻

作
の
配
分
方
法
と
腱
唯
物
の
処

分
・
町
瞠
の
政
論
安
勢
・
雁
史

民
併
壷
料
節
の
人
礼
・
８
．
５

災
Ｗ
復
川
工
辨
の
兇
と
お
し
．

ｋ
地
川
越
の
紛
糾
の
早
期
解
決

玉
役
人
術
・
卜
水
遊
施
没
・
町

遊
の
破
批
簡
脈
の
修
叫
・
職
幽

定
数
・
出
稼
ぎ
鼎
守
家
族
と
少

年
非
行
な
ど
に
つ
い
て
椚
発
な

金
木
町
社
会
稲
祉
協
雛
公
補
助

金
Ⅳ
二
十
刀
川
、
除
諏
対
策
枇

川
ｎ
万
円
、
昭
和
Ⅲ
十
八
・
川

十
九
年
度
に
廸
投
さ
れ
た
町
桝

仇
宅
の
敬
地
職
人
慨
三
千
三
、

叫
十
刀
川
な
ど
、
歳
入
歳
川
そ

れ
ぞ
れ
九
千
三
Ⅳ
八
十
人
刀
几

下
川
が
辿
加
か
れ
、
歳
入
歳
川

ｒ
範
総
額
は
歳
入
歳
川
そ
れ
ぞ

れ
’
七
億
三
Ｆ
し
両
ｆ
十
六
″

八
千
門
と
な
り
ま
し
た
。

役
。

⑦
金
木
地
Ⅸ
五
十
粥
、
斑
瀬
地

Ⅸ
二
十
瑞
程
毎
年
保
育
所
か
ら

は
み
出
し
て
い
る
現
況
卜
、
幼

児
教
育
施
投
を
充
実
す
る
。

⑧
更
生
部
落
・
旭
ヶ
丘
・
芦
野

公
間
・
川
倉
老
人
憩
の
家
・
僻

川
老
人
憩
の
家
等
尤
成
、
雌
会

場
が
金
城
に
網
羅
さ
れ
た
が
、

さ
ら
に
既
投
雄
会
場
の
改
群
に

努
め
る
。

⑨
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
（
癖
の
川

卯
）
、
公
剛
遊
歩
逆
、
碓
山
、

太
唯
衝
料
餓
の
定
成
・
充
火
。

公
剛
腓
住
背
の
退
去
州
始
。
公

判
～
癖
の
川
卯
の
広
人
な
観

光
間
側
発
促
進
。

⑩
舗
装
率
に
お
い
て
は
今
や
以

下
に
誇
れ
る
も
の
と
な
っ
た
が

藤
枝
線
を
は
じ
め
さ
ら
に
新
没

す
る
。

』

一

の
改
正
、
川
介
老
人
憩
の
家
投

胱
条
例
の
改
脈
、
川
越
の
家
使

川
料
条
例
の
改
正
、
卿
氏
雌
康

保
険
間
額
擁
盤
岱
岱
付
於
金
の

没
侭
股
び
符
理
迩
憐
に
間
す
る

条
例
の
件
、
丘
卜
一
ｆ
史
ｔ
山

一
ノ
ー
Ｉ
‐
』
ｏ
Ｉ
Ｊ

州
発
公
社
決
節
沸
捉
川
の
件
、

⑪
金
木
～
背
森
川
迦
路
を
は

じ
め
、
詣
逝
路
の
轆
川
。

⑫
金
木
川
内
商
噛
の
光
上
げ
伸

腿
を
計
り
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か

ら
施
策
を
実
行
す
る
。

⑬
杵
股
所
・
弘
大
鵬
場
・
養
鵡

折
導
所
・
典
協
・
共
済
組
合
嘩

擶
擬
側
と
の
述
挑
を
深
め
、
腱

龍
所
排
の
蛸
大
を
汁
る
。

⑭
現
在
洲
町
は
雌
ド
町
村
中
雌

多
の
正
業
経
憐
背
数
を
誇
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
の
雑
時
・
発
腱

に
努
め
る
。

⑮
小
咄
町
と
の
疎
迪
を
深
め
、

金
木
捕
院
の
新
築
を
川
●
〈
体
化
す

る
。

⑯
新
年
州
泉
柳
川
ボ
ー
リ
ン
グ

洲
始
、
柵
祉
セ
ン
勺
ｌ
廸
投
（

聾
の
川
脱
）

⑰
自
然
休
養
村
伽
業
の
州
始
。

⑱
商
工
会
節
雄
没
の
策
定
。

助 l111

役1乏

⑲
川
介
林
遊
の
附
迦
。

⑳
小
川
川
胴
場
轆
伽
の
促
進
。

な
銚
椛
岫
寸
祁
叶
峠
緋
唖
岬
榊
一

Ｉ
ｆ
Ｊ
を
ｆ
ｌ
ｊ
’
１

に
虻
っ
て
努
力
い
た
し
ま
す
。

り
水
川
利
川
仰
細
と
い
う
川
政

ｉ恥
薮
社
州
趣
吟
蝿
俳
岬
細
州
舛
一

に
蛎
換
す
る
か
が
縦
魑
で
あ
り
一

こ
の
地
域
に
合
致
し
た
特
唯
物

の
行
成
に
傍
め
る
・

艸
商
業
、
正
業
の
帳
ん
な
町
づ

ノ
兎
、
、
Ⅷ
〃
◎

州
太
宰
の
町
づ
く
り
・

㈲
、
然
休
捉
村
を
は
じ
め
施
投

の
帷
っ
た
観
光
の
町
づ
く
り
・

脚
側
き
場
所
の
蝦
揃
な
町
・
つ
く

り
（
男
ｒ
雁
川
刷
企
業
携
致
な

ど
）

■
丘
日
置
■
〆
■
ｆ
■
Ｊ
』
■
毎
■
■
〆
■
■
〆
圃
■
Ｆ
■
■
ず
■
易
■
ｑ
畠
■
ピ
■
昇
口
多
■
『
ず
■
戸
ｈ
『
匿
咀
〆
日
尹
ｈ
尹
由
『
ご

専
決
処
分
の
蠅
杵
お
よ
び
戚
偲

〈
追
加
案
件
〉

助
役
の
選
征
、
収
入
役
の
進

征
、
教
育
愛
川
両
価
命
一
◇
件
、

几
’
二
年
腱
一
般
会
汁
補
帷
ｒ

卯
（
輔
血
り
）
の
件

古大

川橋

竹忠

夫勝

一

一

ｊワ
］く

ケ

ク
ー



金…木…だ認翼翼…よ…り……

昭
和
几
十
；
・
年
の
年
蛾
に
あ

た
り
、
金
木
町
縦
会
を
代
炎
し

主
し
て
、
雛
ん
で
新
年
の
●
こ
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
主
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
、
あ
け
ま

q
4
q
q
Q
b
b
q
q
h
h
q
q
9
4

：

i
N
r

町
議
会
議
焚

野
宮
雄
造

第82回;金木町議会定例会
ヘ
唾
。
《
”
”
１
‐

助役･収入役
予算総額は17億

Ｌ

ト
ー
Ⅱ
は
一
般
衝
間
に
入
り
、

沢
川
山
叫
・
門
川
米
逸
・
占
崎

脈
光
・
成
川
沸
厳
・
加
藤
巾
削

伊
藤
摘
慈
の
六
破
風
が
髄
間
い

た
し
ま
し
た
。

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
こ
に
佑
削
あ
ふ
れ
た
新
作
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
川
趾
什
位

の
こ
油
荊
と
ご
繁
栄
を
心
に
り

お
祈
り
叩
し
ｆ
げ
ま
十
。
お
か

げ
を
も
ち
主
し
て
人
過
な
く
新

年
を
迎
え
る
こ
と
が
川
水
主
し

た
。
こ
れ
ひ
と
え
に
町
氏
什
位

の
ご
支
援
と
ご
協
〃
の
賜
で
あ

る
と
心
か
ら
感
謝
の
意
を
炎
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
噸
み
ま
す
と

円
商
・
ド
ル
安
に
川
け
昨
れ
し

た
感
が
あ
り
主
十
・
そ
し
て
、

こ
れ
に
伴
い
深
刻
な
不
況
の
波

＝

Ｊ氏
な
ど
凡

夫
付
わ
れ

竹
吻
皿
又
こ

１
１
１
０
１
土
予
１
０
Ｄ
Ｉ
Ｔ

古
竹
夫
氏

く
誰
山
の

(木村金利氏）

価
間
、
蒋
弁
が
く
り
ひ
》
つ
げ
・
い
追
加
捉
川
を
含
め
て
十
八
案

れ
ま
し
た
。
件
が
脱
案
叩
決
と
な
り
、
川
Ⅲ

二
十
二
Ｈ
は
、
十
凡
Ⅱ
捉
川
閲
の
全
期
を
終
え
午
後
一
時
し

の
十
・
・
案
件
を
群
縦
の
あ
と
、
分
州
会
し
ま
し
た
。

追
加
捉
川
砿
案
の
助
役
・
収
入
捉
川
さ
れ
た
雛
案
は
次
の
と

役
の
進
価
や
敬
育
委
曲
の
征
命
お
り
で
す
。

な
ど
凡
案
件
に
つ
い
て
術
雛
か
▽
几
’
三
年
座
一
般
公
汁

付
わ
れ
主
し
た
。
｜
荊
に
ｋ
り
補
正
ｆ
猟
（
輔
八
け
）
の
件
、

助
役
に
疋
町
雛
全
溢
血
の
古
川
Ｍ
年
哩
川
民
雌
服
保
険
特
別
灸

竹
夫
氏
、
収
入
役
に
油
町
砿
会
汁
補
旺
ｒ
陳
の
件
、
Ｍ
年
鹿
准

瀧
山
の
木
村
金
利
氏
を
、
主
た
剛
柵
唯
州
別
会
汁
補
肥
．
γ
疎
の

数
行
委
此
に
仕
山
川
勝
兄
氏
、
件
、
Ｍ
年
哩
水
遊
柵
業
公
帥
補

脚
凹
弾
丸
氏
吻
一
氏
が
枇
脈
い
服
・
Ｉ
肺
の
件
、
縦
会
の
雛
決
に

た
し
ま
し
た
。
付
す
べ
き
契
約
・
財
脈
の
取
柵

Ⅱ
十
二
年
座
一
般
会
糾
補
脈
処
分
に
側
す
る
条
例
の
．
祁
改

．
ｒ
節
で
は
、
地
方
バ
ス
路
線
雑
帷
、
朏
此
定
散
の
改
正
、
職
幽

持
曲
補
助
金
：
両
一
刀
八
千
円
紬
与
の
改
服
、
企
業
職
幽
給
リ

リ
ー
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
。

が
押
し
寄
せ
、
そ
の
影
郷
は
我
は
更
に
雌
化
さ
れ
、
米
の
牝
峨

々
の
野
近
に
も
ひ
し
ひ
し
し
」
感
州
惟
の
价
琳
と
政
府
米
の
間
人

じ
ら
れ
ま
す
。
限
鹿
数
吐
の
減
少
と
い
う
仙
狩

わ
が
町
の
ｋ
な
川
米
悔
と
し
寒
冷
で
、
水
稲
叩
作
に
依
存
す

て
は
、
淵
初
懸
念
さ
れ
た
冷
押
る
Ⅶ
町
の
水
稲
栽
端
艘
家
に
と

を
免
が
れ
、
八
川
几
Ⅱ
発
牝
し
っ
て
は
、
賊
に
き
び
し
い
状
勢

、
曲
Ｐ
Ｉ
１
、

た
豪
叩
に
上
り
一
部
腱
作
物
に
と
な
る
こ
と
か
ｒ
他
さ
れ
ま
す

被
押
を
受
け
た
以
外
、
例
年
被
そ
し
て
、
｜
凧
ら
の
腱
業
を
ど

る
台
風
に
よ
る
被
秤
も
な
い
と
の
よ
う
に
進
め
る
べ
き
か
色
々

い
う
艘
家
に
と
っ
て
は
、
比
核
川
越
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

的
忠
主
れ
た
年
で
あ
っ
た
と
忠
本
年
は
、
な
お
一
瞬
み
な
さ
ん

い
ま
す
。
と
〃
を
合
わ
せ
て
、
｜
両
難
問

し
か
し
な
が
ら
、
山
Ｉ
人
年
を
鬼
服
す
べ
く
努
力
を
し
な
げ

座
か
ら
州
始
さ
れ
た
一
地
の
稲
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
拷
え
る
次
輔

作
蛎
換
対
飛
が
、
来
年
鹿
か
↑
い
で
あ
り
ま
す
。

卸

昨
年
の
、
服
な
Ⅲ
熊
と
し
て
は

蒔
川
と
人
勉
の
家
、
溌
瀬
小
喉

校
給
食
施
織
が
た
収
、
主
た
、

以
卜
で
は
叫
研
Ⅱ
に
雌
俄
さ
れ

る
朧
史
趾
怖
衝
糾
航
、
刈
町
で

は
初
め
て
幽
一
陪
雌
公
桝
住
宅

そ
れ
に
遊
歩
道
・
雌
川
を
脱
し
一

す
る
公
剛
施
投
、
そ
め
他
数
多

く
の
桝
業
が
進
捗
し
つ
つ
あ
り

年
嘆
内
に
定
成
す
る
ｒ
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
刈
町

で
は
教
行
施
没
や
総
合
ス
ポ
ー

ツ
施
投
伽
惟
伽
嘩
の
問
題
が
累

枇
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
ら
の
解
決
を
脚
る
こ
と
が
わ

れ
わ
れ
に
裸
せ
ら
れ
た
尚
務
で

あ
り
、
関
係
機
関
と
州
主
。
Ｌ

雌
大
山
幼
果
が
あ
が
る
ｋ
う
、

努
″
す
る
雌
悟
で
あ
り
ま
す
。

昭
椰
血
卜
三
年
は
干
支
（
午

）
に
ち
な
み
、
一
脚
州
進
の
年

と
し
て
、
町
政
全
般
に
わ
た
り

内
奔
充
実
に
雌
大
の
努
〃
を
似

注
す
る
所
仔
で
あ
り
主
す
の
で

な
に
と
ぞ
併
川
の
ご
脂
導
と
ご

べ
ん
た
つ
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
み
な
さ
ま
が
た
の

ご
多
権
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

ｌ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
”
こ
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

『

一
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金…木…だ…よ…り

■

回

卿一■ 一
〃
一
Ⅱ
、
金
木
町
中
央
公

民
鯨
に
お
い
て
、
価
例
の
「
町

腿
元
冊
・
の
柴
い
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
昨
年
よ
り
新
生
澗
迩
肋

に
ち
な
ん
で
、
簡
索
に
州
伽
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
川
州

背
は
一
二
一
潴
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。

今
回
の
参
加
者
は
次
の
と
お

町
民
元
且
の
集
い

今
年
は
二
二
名
が
参
加

４
４

，
句
◆

ロ
４
虹
も
Ｃ

●
分
Ｌ
６
句
。
①

●
Ｃ
■
凸
何
口
“
。
“

い
幣
倭
一

昼
◆
ｐ

丑
■
『
告
ロ
グ

“
、
叩
”

蹄； I当

瑠 り
で
す
。

其竹11,.jlll'ljji(g
田内川ll川l11"

腋
豊武竹II:一忠
一，』《夫兇郎′上勝

古

伽匙

K：，
一

鰯 W’
毛

f

J
』
■

花
川
一

野
桝
雄
造

叩
符
牒
太
郎

村
化
光
成

木
村
金
利

中
谷
金
川
郎

加
藤
卓
爾

グー~'f
巧,芯二J

守

P

曲竹洲と佐工111今’'1外珍阿尚lllイノト水川!|1沢II'斎hRI〃(lt111森平II!氷1I1僻11,､1,I*
Iノリ｜ﾉ1‘1ｹ野藤1I1川崎I｢I部II[j'|!藤卜．村ト､1.111芥藤llllll内【|!川西沢!|1藤川川村

蕊I驚"ﾙ鯉繼#竺鮮#:主郷剛Ⅷ鮮澱#四M灘鯏f
1l1竹人外|:I11角大I'|休棟|'l今桝・ノi.#llliij1|!加一乞野小泉櫛キl+!'il'I花イj卜占大沢花
芥内怖崎l11支'l!1I1橘川々力川崎IMI&I'!jlll村藤I:!I'}松芥引村III川lll藤崎橘IIIIII

:;〃鯏蠅雌世":1xM&!卜鯆M,,,,I:##%#Mi"MM淡〃
竹･/n粂米塊
太太政太~11:峰柾i,iillIYfM

i が
嫌
い
が
バ
ー
一
年
庇
か
、

没
定
し
た
叫
艘
雛
庁
年
ｋ
に
へ
！

年
哩
、
乏
渦
作
樹
さ
ん
（
川
、
）

古
川
俊
逸
さ
ん
（
蒔
川
）
２
－

jil111新奥津ルi(前工
芥il'liri1",ドル1I1川藤

淌"）
"1';ii俊i,!i次と

勉iIMi-沽雌1台郎助

青
森
県
農
業
青
年
士
に
認
定
／
，

詑
珊
鯆
湖
幸
鋺
の
両
名

1

藤今FII沢［秋111成
lllI;#lll藤元!|1lll
{j･-'ﾉ、松

"fll潅垂繩jli
il’

’

侭一

（吉田俊逸さん） (三潟春樹さん）

ｌ
と
し
て
椚
朏
し
て
い
ま
す
。

主
た
、
そ
の
川
、
絲
憐
に
汁
川

を
投
定
し
、
術
に
桝
股
川
究
拭

験
を
統
け
、
現
住
で
は
判
川
山

数
少
な
い
が
年
絲
糀
・
服
で
す
・

艘
業
怖
耕
の
厳
し
い
午
Ⅱ
、

叩
核
腱
紫
〃
年
と
し
て
の
午
徒

の
椚
州
が
川
排
さ
れ
て
い
主
十

業
火
乍
呼
で
齢
び
、
４
Ⅲ
ク
ラ

船
が
附
定
さ
れ
主
Ｌ
た
。
川
叩

哩
は
他
川
賊
さ
ん
（
時
川
）
が

鰡
定
さ
れ
て
い
ｆ
十
・

・
・
↑
渦
さ
ん
ら
二
術
は
、
血
川Ｉ

川
脈
腱
林
尚
校
を
卒
業
後
、
眺

堆
後
継
汁
と
し
て
Ⅲ
、
の
求
災

に
従
州
す
る
か
た
小
心
、
肌
腱

フ
活
動
韓
．
地
域
が
年
の
リ
ー
々

秋騰11I成打水逢
元lll!|1III)f村坂

芥へ

順敬哩芳i,Iilll好仲
ｲ《子造イドlﾘl雄勝二
IITI

･!l,.|'llifil.fj典鴫鳴
敬川川野柵lll海海
称琉雅笠
略と｜几11lミノ亡輝志健
､~〆助郎二弥夫雄rli

や
易は

桜
で
イ
ー

瑚
町
が
牝
ん
だ
よ
＊
治

卜
入
・
Ｌ
ｕ
’
１
、
Ｆ
ｒ
Ｌ
ｚ
Ｉ
し
く
十
，

ｊ
‐
Ｉ
－
１
７
ノ
Ⅱ
叩
‐
Ｊ
Ｊ
β
グ
ー
屯
、
Ｊ
ｆ
ｌ
一
一
●
●

で
に
．
↑
・
Ｉ
年
、
年
ご
と
に

ブ
ー
ム
は
珊
火
Ｌ
燃
え
て

い
る
感
じ
が
す
る
。
作
仙

は
数
ヵ
Ｍ
船
に
翻
訳
さ
れ

今
や
「
仙
界
い
太
宰
」
で

あ
る
。
拷
え
て
み
れ
ば
叫

町
は
そ
の
点
大
変
な
文
化

辿
唯
に
忠
ま
れ
て
い
る
の

だ
が
、
町
民
の
関
心
は
眼

し
て
そ
こ
主
で
徹
し
て
い

る
か
ど
う
か
‐
…
：
：
：
・
・
・

年
川
、
学
岫
・
一
般
群
八

下
人
が
人
宰
研
究
弊
で
火

川
し
て
い
る
伽
だ
が
、
Ｉ

雌
・
観
光
肥
念
仙
嘩
黄
粉

そ
の
も
の
、
雌
術
も
呰
雌

他
所
を
み
る
と
、
藤
村

や
啄
木
川
排
地
は
ブ
ー
ム

一
色
で
牝
柵
し
て
い
る
感

じ
。
岬
町
も
太
燃
ブ
ー
ム

に
応
え
る
こ
と
さ
え
で
き

れ
ば
大
き
く
洲
お
う
こ
し
｜

確
拠
…
…
。
：
。
そ
れ
に
Ｌ

て
も
雌
術
探
鹿
は
急
ぎ
欲

、
、
』
ず
幸
一
訳
も

○

，
１
）
－
Ｖ
．
“
Ｕ
△
Ｊ
″
，
小
・
妬
〃
〃
。
。
●
。
‐
●
。
。
。

ｌ
ｈ
Ｉ
ｌ
Ｏ
Ｏ
‐
０
０P■■一

型套杢一一垂一堂一一一空一一ユューエ一室一,ユマェマニーニマーマ今マーー弔
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金…木…だ翼 翼 麓 … よ … り

金
木
町
商
工
会
汁
年
部
で
ば

去
る
ト
ー
川
二
十
川
Ⅱ
、
淡
水

た
す
け
あ
い
迩
肋
の
一
環
と
し

て
、
歳
末
慈
鰈
ダ
ン
ス
。
ハ
ー
テ

ｆ
を
側
佛
し
、
そ
の
収
碓
金
で

町
内
の
塩
た
き
り
老
人
と
叫
町

出
勤
の
中
肌
町
伸
和
剛
人
剛
箭

へ
侭
援
仙
（
卜
祈
・
バ
ス
ダ
オ

ル
等
）
を
送
り
た
い
と
、
十
二

お
年
寄
り
に

愛
の
手
を
／
，

、

1 ,r

UH

V

1”
Ⅱ
二
十
し
Ⅱ
、
金
木
町
社
会
柵

祉
協
雛
会
（
全
瞠
花
川
一
氏
）

へ
推
掘
肺
を
岫
咄
し
夜
し
た
。

協
雛
会
で
は
、
こ
れ
を
血
ち

に
肥
介
し
、
お
年
寄
り
た
ち
か

ら
そ
の
博
葱
を
感
洲
さ
れ
て
い

主
す
。こ

れ
と
Ｍ
趣
后
の
も
と
に
、

の
ん
き
食
唯
か
ら
も
川
協
縦
食

へ
現
金
九
千
門
（
蝶
金
述
肋
に

上
り
）
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｍ
協
議
会
で
は
、
一

（商工会より目録を受けとる協議会長花田一氏）

L画

へ雁が〃I)ff
栄に|!!111W一、卒IIH
町おイI!ILIII}企堆FII
ーい志さ、水′|ミー
をてばれ〃'l!rli-l･
州、、夫洪′､；：州〔，‘§
1#lll-lしF1I校イl.fli
Lllljlた辞に，とノ更
て勝一|･･典"-|･金
ク兄，!《〃広しイく

う先IIIILI辞f!1|!
スノli銀llll姫k′､r:

川
重
Ⅱ
、
新
作
慈
沸
ダ
、
一
ス
・
ハ

ー
テ
ィ
を
州
雌
し
、
そ
の
収
賊

金
卜
″
円
を
忠
ま
れ
な
い
人
々

に
送
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
で

図
書
を
寄
贈
／
，

(昭和26年度金木中学校卒業生在京有志のみなさん）

全
を
川
樅
Ｌ
、
脚
艸
を
趾
校
に

奇
州
す
る
こ
と
に
な
旬
た
も
の

で
す
。な

お
、
ゲ
血
を
兇
た
い
方
、

仙
所
や
汕
忠
を
知
り
た
い
″
は

山
川
勝
兄
さ
ん
（
狂
③
１
３
０

２
６
）
史
で
ご
述
絡
く
だ
さ
い

鈩
蒸
謝
誌
粥
誌
拶
誌
爵
誌
爵
誌
拶
蒸
瀞
謙
拶
騨
勝
訴
騨
蒸
拶
誌
粥
附
燕

課§超呂読《睦月読箭超課箭産露纈:必茶:睡 蝿
嚥
剥
熊
潔
厳
罰
慮
罰
厳
罰
鬮
郡
点
熱
嚴
熟
慮
靭
鴬
蝋
嚥
誕
“

鶴
』
一
口
や
叩
，
グ
へ
《
小
い
い
川
Ⅲ
》
Ｍ
‐
‐
拙
い
Ⅱ
目
Ⅱ
Ⅱ
〕

些

名
ビ
ッ
コ

何
伽
巴
ユ
日
②
》

ｑ

イ
シ

訟些届 q

堂
ぺ
Ｌ
い
宮
ｊ
八

町
プ
／
く
、
，
ノ

マ

交

速
皐
砿
の

、
、
い
町
ｋ
Ｏ

Ｌ
槌
い

《
尋

ﾉ

魚

ん

瞳
あらいのぷまさく

､1足－／
郵
政
門
で
は
師
助
保
険
州
能

の
・
環
と
Ｌ
て
、
め
で
た
く
米

が
を
迎
え
。
い
れ
る
″
々
に
征
年

米
寿
者
に

記
念
品
贈
呈
／
，

ヘ
マ

「
町
長
に
な
っ
た
ら
や
り
た
い
こ
と
」

川
倉
小
学
校
六
年
生
に
聞
く

一

肥
念
仙
を
剛
咄
Ｌ
で
い
主
す
．

本
年
唯
も
米
が
（
川
祐
一
・
’

三
年
唯
れ
）
の
〃
々
に
、
金
木

郵
便
川
雌
が
郵
政
人
胞
の
お
祝

い
状
と
肥
念
の
柵
の
み
を
お
Ｍ

け
し
主
し
た
。

の
タ

3穐滞§謡貯鐇穐滞§謡滞§g穐滞舘侭淵鑑穐淵錨穐淵識聴淵鐇穐將諦穐淵織穐淵錘礎
…F △ ＝ ＝ ユ マ 全 ＝ 公 寺 ▲ マ ム マ 全 ‐▲▽▲寺▲マユーユマ▲=ぬ=△一一▲＝▲寺▲マムマ▲
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金…木翼……だ麓涜 腿 恐 …よ…り …

年
越
し
、
正
月

小
正
月

一
求
の
、
脹
人
で
あ
る
オ
ド
は
く
、
し
め
繩
を
張
っ
た
。
オ
ド

今
Ｈ
は
砧
の
町
闘
い
で
あ
る
。
は
オ
§
ハ
コ
や
一
Ｊ
ネ
に
下
仏
わ
せ

オ
ド
は
ｆ
供
た
ち
の
好
き
な
タ
て
、
オ
ド
が
側
ゐ
て
来
た
魚
で

．
、
カ
レ
イ
、
ｎ
分
と
オ
ガ
の
年
越
し
糾
川
を
つ
く
る
の
に
大

好
き
な
ナ
マ
コ
、
カ
ス
ベ
、
及
忙
し
で
あ
る
。
ｆ
供
た
ち
仕
綺

ザ
メ
、
そ
れ
に
カ
ド
ウ
ザ
メ
の
肥
に
蹄
除
さ
れ
た
家
の
中
で
、

内
内
な
ど
、
財
布
を
は
た
い
て
う
れ
し
そ
う
に
は
し
ゃ
ぎ
ま
小

問
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ナ
ン
っ
て
い
る
・

ダ
ラ
に
背
負
っ
て
、
将
遊
を
家
料
理
が
川
来
ｋ
る
こ
ろ
に
は

に
州
っ
て
く
る
。
オ
ド
の
役
川
で
あ
る
神
棚
や
仏

も
う
煤
払
い
も
折
み
、
陣
ｆ
様
の
掛
軸
も
掛
け
終
わ
勺
て
雌

も
雛
り
林
え
、
淋
孵
の
む
し
ろ
伽
″
端
終
了
だ
。
家
族
そ
ろ
っ

は
川
家
で
織
っ
た
新
し
い
竹
む
て
神
搬
と
仏
恢
を
排
ん
で
か
ら

し
ろ
に
取
り
枠
え
た
。
（
古
く
オ
ド
が
お
供
え
餅
を
ヘ
ゲ
（
総

な
ぅ
た
む
し
ろ
は
作
堆
場
川
に
）
に
入
れ
、
お
仲
禰
を
孵
っ
て

払
い
卜
げ
る
の
で
あ
る
。
）
そ
れ
人
川
か
ら
か
喪
ど
（
火
焚
叫
）

か
・
し
州
炉
抑
の
灰
も
全
部
新
し
台
所
、
作
難
場
、
便
所
ま
で
排

く
し
、
カ
ギ
ノ
ハ
ナ
（
ｎ
代
雛
ん
で
く
る
。

）
も
新
し
い
細
の
も
の
と
敗
り
ま
た
、
一
家
か
・
い
家
族
が
兵

伴
え
て
あ
る
。
隊
に
い
っ
て
い
る
家
や
、
松
川

オ
ガ
は
巾
う
甥
へ
夜
な
べ
を
し
脈
人
力
伽
に
川
稼
ぎ
に
い
っ
て

て
ひ
き
川
で
ｕ
を
ひ
い
て
、
き
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
人
た

な
一
茅
｝
ど
っ
さ
り
一
一
し
ら
え
た
ち
の
分
の
お
腓
も
つ
く
っ
て
、

オ
ド
は
家
に
姉
る
と
さ
つ
そ
み
ん
な
の
お
鵬
レ
ニ
緒
に
帷
ベ

漁 鍔 翼
ｒ
ｑ
ｐ
到
閣
、
Ｐ
鼻
過
、
Ｐ
Ｊ
江
、
ｐ
Ｊ
Ｅ
「
＄
夕
晒
、
サ
ダ
．

；義
辞
ｒ
‐
ｋ
ａ
ｒ
‐
心
．
ｒ
‐
喝
．
Ｆ
Ｉ
Ｌ
コ
グ；蕊試〆４旦既〆

(1)ニーゴ

る
。

い
よ
い
よ
お
膳
が
通
ば
れ
て

子
供
た
ち
は
め
い
め
い
の
席
に

す
わ
る
。
ふ
だ
ん
見
た
こ
と
も

な
い
山
海
の
珍
味
に
、
子
供
た

ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
だ
。
お
雌
が

。
ハ
ン
ク
ｊ
前
ま
で
食
べ
る
。

今
で
は
年
越
し
そ
ば
を
食
べ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
洲
昨
の

腱
家
で
は
と
て
も
そ
ん
な
ぜ
い

た
く
な
ど
川
求
な
か
っ
た
。

川
け
れ
ば
元
Ⅱ
。
元
Ⅱ
に
は

オ
ド
に
辿
れ
ら
れ
て
八
幡
宙
へ

早
朝
お
参
り
に
ゆ
く
。
蹄
っ
て

来
る
と
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
お
僻

に
つ
く
。
オ
ガ
は
「
今
棚
は
元

Ⅱ
で
お
塒
木
山
の
Ⅱ
（
州
Ⅱ
〈
つ

い
た
ら
〉
）
だ
は
で
、
棚
だ
け

帖
進
だ
。
」
と
い
っ
て
、
ワ
ラ
ビ
．

フ
キ
、
キ
ノ
コ
の
蝋
川
し
し
た

も
の
を
足
布
で
だ
し
と
っ
た
お

い
し
い
汁
を
つ
く
る
。
年
越
し

の
お
僻
で
お
脾
が
．
ハ
ン
ク
す
る

ほ
ど
魚
料
即
を
食
べ
た
あ
と
、

こ
の
あ
っ
さ
り
し
た
汁
は
じ
つ

に
さ
『
ば
り
し
て
上
か
つ
た
・

つ
い
で
に
小
雌
川
の
こ
と
も

肥
し
て
お
く
。
小
旺
川
の
こ
と

を
女
服
川
と
も
い
う
。
嫁
に
い

っ
て
い
る
女
の
人
た
ち
が
Ⅷ
州

り
す
る
押
俄
に
な
っ
て
い
た
か

ら
そ
う
利
し
た
と
忠
う
。
小
旺

川
の
こ
馳
走
は
キ
ャ
ノ
・
ン
ル
（

″
ｎ
ｍ
Ⅱ
。
Ｌ
・
二
一
：
、
品
Ｊ
｜
一
ｌ
ｌ
ｒ
４
じ
７

Ｉ
Ｆ
Ｔ
‐
１
１
１
二
ｈ
１
ノ
ノ
・
川
″
釧
小
向
わ
び

硴
定
叩
杵
は
、
二
川
十
六
Ⅱ
か

。
ｈ
一
・
川
十
圧
Ⅱ
ま
で
で
す
。

し
か
し
、
迷
付
を
受
け
る
た

め
の
碓
定
叩
杵
は
、
一
川
か
ら

畳
付
け
て
い
ま
十
か
ら
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
税
金
や
。
ｒ
唯
納
税

を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な

っ
て
い
る
人
は
、
早
く
叩
併
す

れ
ば
税
金
の
還
付
も
い
く
受
け

ら
れ
主
す
。
確
定
叩
杵
に
上
り

税
金
が
眠
る
人
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
縦
批
搾

ケ
ノ
シ
ル
と
も
い
う
）
だ
。

ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
フ
キ

大
根
、
ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

東
豆
腐
、
油
揚
げ
、
兄
布
な
ど

の
材
料
に
ジ
ン
グ
（
皿
を
す
り

欄
し
て
ま
る
め
た
も
り
を
加

え
、
ぐ
つ
ぐ
っ
と
腿
昨
川
蹴
砧

め
た
汁
で
あ
る
。
こ
の
汁
で
雑

煎
餅
を
つ
く
ゞ
っ
て
も
う
主
か
つ

た
・

私
の
思
い
川
を
一
つ
・
小
岻

川
の
十
六
Ｈ
の
鵬
、
一
冊
化
の

姉
が
紫
の
お
尚
細
砿
巾
を
か
ぶ

っ
て
、
Ⅲ
っ
に
な
る
腱
作
の
ｆ

還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
お
早
め
に

旬－

除
、
に
療
岱
搾
除
、
仇
宅
取
押

搾
除
（
初
年
峻
）
な
ど
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
人
。

②
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の

後
枕
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末

洲
惟
を
受
け
な
か
《
た
人
。

③
特
定
の
寄
付
金
を
支
川
し
て

寄
付
金
搾
除
が
受
け
ら
れ
る
人

④
叩
棚
料
や
利
ｆ
、
朏
叩
な
ど

の
収
入
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を

念
め
た
全
体
の
所
得
が
あ
ま
り

多
く
な
い
人
。

⑤
ｆ
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、

休
堆
や
廃
推
な
ど
の
た
め
所
僻

を
ひ
い
て
、
嫁
ぎ
先
の
川
唯
水

か
ら
岨
帰
り
し
た
。
こ
の
紫
の

頭
巾
が
と
て
も
似
合
っ
て
い
て

綺
腿
だ
と
、
賞
た
。
姉
は
お
ｋ

脈
に
コ
ゴ
リ
唾
を
排
っ
て
来
た

が
、
こ
れ
は
じ
つ
に
お
い
し
か

っ
た
。し

か
し
、
そ
の
親
る
年
の
哩

姉
は
心
臓
脚
城
を
州
ん
で
一
・
’

二
才
の
緋
さ
で
川
を
去
勺
た
。

夫
の
二
次
郎
二
十
几
＃
、
腿
作

六
ｒ
で
あ
っ
た
か
心
、
ど
ん
な

に
？
い
い
思
い
で
あ
っ
た
か
知

れ
な
い
。
岬
猴
な
姉
で
あ
っ
た

が
加
年
よ
り
大
帆
に
減
っ
た
人

碓
定
叩
杵
件
に
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
峠
顛
や
沸
き
〃

な
ど
で
わ
か
↑
い
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
雌
寄
り
の
税
務

将
か
税
務
相
談
室
へ
お
城
帷
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

慶
作
は
立
派
に
成
人
し
た
が
、

第
二
次
入
職
に
川
征
し
、
ビ
ャ

ヅ
ク
肋
で
玉
砕
し
て
し
ま
っ
た

余
淡
だ
が
、
現
在
金
木
町
場

の
川
で
彫
刻
師
を
し
て
い
る
火

体
側
作
り
、
行
叫
兄
弟
は
唖
作

め
弟
で
あ
る
。

小
小
川
付
Ｗ
も
い
主
で
は
や

る
人
が
な
く
な
っ
た
が
、
私
に

と
っ
て
は
あ
の
姉
の
紫
の
頭
巾

が
忘
れ
ら
れ
な
い
Ⅱ
な
い
で
あ

る
。

（
「
金
水
郷
止
史
」
上
り
）

一 …

（6）
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社
会
人
と
し
て
巣
汀
み
て
い
き

選
挙
樅
を
初
め
、
洲
、
タ
“
ハ

コ
も
〃
解
蛾
″
に
な
る
わ
け
で

す
が
、
将
来
の
生
斫
を
守
る
Ｎ

趾
年
金
に
も
川
人
で
き
る
よ
う

に
な
り
主
十
。

「
年
金
」
と
い
い
主
十
と
、
ま

復
す

卜
″
人
の
棚
ニ
ー
雄
の
成
人
が

え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
将
来
受

け
取
る
年
金
は
、
加
入
が
早
け

れ
ば
い
い
紙
ど
ｎ
利
で
す
。

棚
二
十
歳
の
延
惟
Ⅱ
を
迎
え

た
ら
川
氏
年
余
へ
の
川
人
Ｆ
続

き
を
し
ｆ
し
上
う
。

た
だ
し
、
〃
生
年
金
な
ど
他

の
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
は
必
甥
あ
り
友
せ
ん
。

定
棚
保
険
料
は
、
几
士
・
↓
年

．
。
↑
川
ま
で
は
一
力
〃
二
千
二
而

川
で
す
。
山
〃
か
ら
は
二
千
七

，
三
十
川
と
な
り
ま
す
。

だ
・
玉
だ
先
の
二
と
の
よ
う
に
汚

こ
の

．入鷺‘火説．．

､ざ泥海尼路扇路へ
‘叉繋又邦訳那賀洋与
庵海
部以

尼史：
;玖以

沌瑳
洋叉

略落
;謡叉

疋海
洋又
尾琵
:系9（
疋旛
深双

尼落
孫叉

沌海
洋叉

泥海
然叉
温海
深火

花％
津叉
垢蕗
孫叉
花塞
詳ヌ

沌兜

・oXX学シ･．

「
成
人
の
日
」
と

国
民
年
金

ll)l

、｜・
’111：

'I,sII
fwi-t

l'il成
で人

約の
I'III･IIIl
l▲。

〃、

脚
雌
年
金
に
は
、
将
来
、
よ

り
商
い
年
金
を
希
戦
す
る
方
の

た
め
に
、
定
纐
保
険
料
の
ほ
か

に
征
川
川
内
川
を
卜
硫
み
し
て

納
め
る
付
加
保
険
料
制
哩
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
付
加
保
険
朴
を
納
め
た

期
間
は
年
金
欲
を
紺
卵
す
る
際

に
、
ひ
と
川
に
つ
い
て
二
ｈ
円

で
汁
算
さ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
例
え
ば
二
十
八

年
間
定
伽
保
険
料
と
付
加
保
険

料
を
納
め
た
場
合
は
、
川
額
三

刀
几
干
肛
、
Ⅱ
卜
八
円
の
老
齢

年
金
に
〃
額
八
Ｆ
円
が
加
節
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
主
す
。

付
加
傑
険
料
は
定
緬
保
険
料

を
納
め
て
い
る
力
な
ら
碓
で
も

納
め
ら
れ
ま
す
が
、
申
し
川
の

あ
っ
た
と
き
か
ら
納
め
る
こ
と

に
な
り
主
十
の
で
、
Ｆ
続
き
が

早
い
ほ
ど
打
利
で
十
。

Ｆ
続
き
は
ご
く
簡
叩
で
す
。

印
鑑
持
参
の
う
え
、
役
勤
脚

民
年
金
係
へ
お
い
で
ド
さ
い
。

付
加
保
険
料
を

納
め
て
、
よ
り

高
い
年
金
を

、．一

グ
ー

グＰ

〈
教
育
州
淡
〉

○
一
才
児
か
ら
〃
才
児
ま
で
の

耳
や
吋
雄
の
発
進
に
異
状
が
あ

る
こ
ど
も
に
つ
い
て
洲
介
・
伽

雍
・
披
介
・
脂
導
な
ど
を
行
い

主
す
。
（
迦
一
川
～
二
Ｍ
）

○
耳
に
陳
押
の
あ
る
｜
一
ど
も
へ

の
家
庭
で
の
接
し
方
や
扱
い
〃

に
つ
い
て
扣
淡
い
た
し
ま
す
。

※
こ
ど
も
さ
ん
の
発
育
群
で

出
状
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は

く
ろ
う
学
校
人
学
〉

幼
梛
部
（
：
↑
ｒ
か
ら
几
半
張

で
の
耳
の
障
祥
や
・
・
加
雌
の
発
述

に
障
押
の
あ
る
こ
ど
も
）

小
挙
・
小
学
・
商
弊
部
（
杵

皿
校
と
Ⅲ
年
令
で
耳
搾
の
障
辨

か
あ
る
こ
ど
も
）

○
乍
校
で
は
聴
党
の
川
練
・
毛
Ⅱ

研
脂
弾
・
そ
の
ほ
か
杵
皿
学
校

の
教
科
の
勉
強
を
い
た
し
ま
す

ろ
う
学
校

入
校
案
内

（
Ⅷ
Ⅱ
川
川
分
）

伊
藤
将
披
（
鉄
広
）
斑
瀬

沢
川
災
加
子
（
正
）
斑
瀬

山
川
他
人
則
（
勝
治
）
金
水

木
ド
雌
丹
（
勝
幸
）
金
水

占
川
公
噸
（
服
一
）
蕗
良
巾

葱
,'j､1|¥
森に

盃リ,Lご

#}#リ
⑰蝿だ
－身′､､』。せ
一一』．－

ﾉL校い
三二。

ﾉL

家
雌
新
築
弊
で
、
屯
納
の
柊

岻
Ⅲ
柵
が
多
く
な
っ
て
い
主
す

が
、
屯
紺
川
の
正
伽
祁
門
が
大

変
こ
み
あ
っ
て
い
喪
す
の
で
、

二
週
Ⅲ
帆
に
お
叩
し
込
み
ト
さ

電
話
の
移
転

工
事
に
つ
い
て

一
一
つ

生
と

誕
で

ご
め展

篝
鈴斎|'ll'I
木藤川取

削愛FII
r･淀也喬
へへへへ

節彦無良
男一モノ戊勝
一…ー酋

'岬恥111恥

1l1獺介獺

一

川
小
噸
ｒ
（
趾
造
）
金
水

災
厄
川
権
（
久
）
企
水

椥
川
俊
川
（
功
）
企
水

木
卜
美
徳
子
（
猴
塊
）
余
水

山
中
帆
布
ｆ
（
催
）
斑
瀬

松
川
泰
子
（
川
文
）
斑
漱

肛
藤
拙
（
俊
岬
）
海
良
巾

今
裕
一
（
推
昭
）
恥
棚

（
皿
Ⅱ
川
川
分
）

人
怖
〃
山
（
碓
叫
）
灘
良
巾

秋
芥
か
よ
み
（
血
次
）
金
水

乗
川
叩
災
（
唯
昭
）
ぃ
滞
良
巾

筬
間
薙
絵
（
岬
）
金
水

斎
藤
孝
志
（
珊
恋
）
班
瀬

鵬
沌
こ
ず
え
（
幸
：
一
）
鵬
枝

脚
氏
雌
服
保
険
の
力
で
、
・
共
．

旅
が
尚
棚
な
た
め
支
払
い
が
川

雌
な
腸
介
、
役
場
保
険
裸
で
そ

の
旅
終
曲
を
衝
付
け
て
い
主
す

洋
Ｌ
く
は
保
険
縦
へ
お
た
ず

れ
く
だ
さ
い
。

つ
よ
う
お
願
い
い
た
し
主
す
。

（
金
木
岻
糀
岻
諦
川
）

高
額
医
療
費

を
貸
付

渋!|'lll川I松ljR松'|1今牒ハilltil':
川）|：！'｜喋川lll柵イ:･llllllllll!I;l)

ュドィiill'ii'i新倫Wi愛洋一宏
・〃’ﾉ4，gil:樹が二r-也-j"･典海FIl
へ へ へ へ へ へ へ へ へ へ へ へ へ

舶#剛1ル宏|脅継|識柵'唯
､~"ー、~〆、-／ー、-"ー、-″、-′ノくーーー
余命lil,;r!fjjff!l!｢',ffFl,i:ーi'l1嚇余

RI:|｢ll&
水ｲ<川,,,瀬1ｲ<,,1ｲ､$#,!i(M{、
－▲ユューーュュー－－－－－－－－1－－－－－1＝

（
Ⅲ
岬
部
蝿
蹄
一
誠
唖
祁
捧
げ
癖

（
洲
加
誹
獅
一
Ｌ
）
鯲
峠

（
に
帷
幟
睦
一
鞍
圭
一
“
伽

（
評
岬
睦
錘
一
帳
二
鋤
良
崎

凧
玲
（
淫
一
嘘

（
州
肺
臓
彌
暇
繩

ご結婚一
隈めでとう

（
川
川
川
川
分
）

口 一 〃
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｜
数
皿
抑
池
岬
抄
一

一
埠
孔
Ｚ
４
ａ
ｕ
↓

１
上
り
〕戸

、
一

一
と
男
女
計
数
幅
一

｝
口
：
１
１
ｕ
、
一

一
人
柞
幽
↓

巳
已
■
Ｂ
ｒ
Ｉ
１
Ｅ
ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｆ
ｒ
ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
ｐ
ｒ
ｌ
ｌ
■
ｒ
ｌ
６
Ｆ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
’
一

へ
佐
藤
隆
雄
（
幸
二
粁
森

一
向
川
せ
つ
（
孝
吉
）
川
介

（
抑
御
蝿
誌
一
詰
鍛
一
幟
許

（
岬
恥
み
ち
秘
一
嘩
錘
一
僻
攻
緬

（
稚
概
し
辨
畢
娼
都
咋
一
罐
“
岬

（
蛙
栂
く
榊
謎
一
報
牢
手
誹
金
継

（
怖
惟
邦
郡
罪
唾
銅
唯
一
幟
蝿
畔

（
岬
州
栄
畦
稚
一
榊
稚
一
罪
ケ
雄

（
峰
眼
ノ
峰
誠
一
咄
浄
一
搾
良
岬

（
鈍
函
多
耀
認
一
窪
璋
峠
詮
金
林

（
砕
轆
良
潤
一
稚
趣
祁
諦
班
噸

（
耐
蹄
鉾
稗
一
函
蝉
一
州
恥

へ
工
藤
光
弘
（
弥
三
郎
）
金
木

ゴ
ー
上
昭
子
（
繁
昭
）
〃
所
市!

－ 一 一 一一一

（
詫
袖
三
郷
愁
一
芸
津
一
吋
岬
畔

（
密
戸
谷
殿
群
一
作
韮
一
》
良
岬

（
開
撫
蕊
癌
囎

『
漱
貼
浩
沽
（
金
太
郎
）
金
木

一
佐
脈
る
り
子
（
潜
雄
）
束
唯
梛

（
畔
辞
嘩
混
一
状
華
祁
峠
藤
嘩

（
確
癖
“
垂
一
雄
帷
一
僻
水
獅

鯏
俄
｛
噸
一
勤
一
撤

（
却
利
蒋
代
恥
一
唾
越
蛎
和
金
桃

、
対
賜
背
一
（
米
雄
）
肛
所
市

一
工
藤
正
子
（
俊
男
）
蒋
良
市

（
馴
砂
蠅
一
拠
毒
駒

（
峠
叩
照
秤
一
慨
評
咋
癖
州
叫

へ
野
宮
繁
（
武
敏
）
瑞
木
町

一
夏
坂
美
津
子
（
徳
職
）
金
木

（
剛
州
繁
誠
一
岬
雑
一
唯
榊

（
皿
川
肘
出
分
）

（
柚
村
州
美
樫
一
昨
”
一
似
榊
仲

急
蝿
怨
猟
竣
稗
榊

へ
毛
利
光
昭
（
平
二
五
所
市

一
古
川
友
子
（
雑
則
）
撫
良
巾

（
訓
睡
浄
灘
）
勵
伽

（
江
認
孝
奉
尋
一
諦
輌
刑
結
刺
柿

（
郷
榊
キ
乖
菫
一
衿
幟
鮨
醐
趣
嚥

（
糖
叩
搾
識
一
彗
羊
一
睡
知
畔

燕
吸
一
郷
一
郭
）
溌

へ
泉
祥
博
治
（
肺
ご
川
介

一
工
藤
節
子
（
連
城
）
稲
加
村

（
岬
岬
研
却
秘
一
碑
一
ｍ
一
雑
野
細

（
州
岡
獅
（
獄
恥
）
師
岬

（
娃
伽
卸
叫
一
郭
鋤
一
悴
哩
岬

（
綴
識
（
》
鋤
痴
岬

（
韓
芥
舞
和
一
嘩
叫
一
鏥
埋
仲

緬
蕊
蕊
一
瞬

へ
内
川
均
（
栄
二
川
、

一
泉
谷
揃
士
子
（
林
縦
）
北
海
遊

（
怖
柳
ゆ
碓
桓
一
枠
郷
一
雑
幽
岫

（
榊
惟
博
嘩
尼
山
『
畦
岬
一
幟
挫
抑

（
州
州
馨
韮
些
韮
斗
一
鈍
輌
伽

へ
斎
藤
知
二
（
他
些
沸
瀬

戸
及
内
唯
子
（
隆
占
）
木
造
町

（
駅
却
干
州
垂
一
評
」
皿
一
“
知
畔

（
稗
秤
典
鉦
砕
一
鉦
“
一
仙
術
補

（
怖
川
”
椛
一
“
峠
一
啼
唖
伽

（
碓
硫
榊
私
一
鉾
碓
一
峠
良
川

へ
川
川
和
雄
（
弥
右
エ
川
）
金
木

一
中
村
忠
子
（
貞
夫
）
稲
加
村

（
糀
榊
催
神
銅
山
一
癖
睡
伽

、
柵
士
補
噸
（
雌
雄
）
金
木

一
工
藤
恵
子
（
班
山
犬
）
叩
哩
町

（
唾
跡
道
越
一
（
』
郷
唯
一
峨
他
仲

水
川
武
山
叩
（
ひ

成
川
礫
占
（
別
）
朧
技

／壁
『尺

Ⅱ
ｎ
旗
〃
ｒ
（
１
）
斑
湘

可
。
‐
ｆ
り
む
Ⅱ
Ⅱ
Ｏ
Ｂ
‐
ｐ
■
，

凸
川
政
＃
（
辿
小
杣
木

岡
川
腿
一
（
洲
）
洋
艮
巾

ト
ー
。
Ｉ
《
Ｄ
Ｊ
１
０
し

’
１

町
、
４
４
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
凡
い
１
『
Ａ
『

山
川
キ
ワ
（
幽
余
水

所
藤
き
ゑ
（
“
班
湘

艮
沽
（
幅
）
蒋
良
巾

（
Ⅱ
〃
ｌ
川
１
１
／
Ｊ
』

Ｉ
枇
川
恥
仙
山
川
・
レ
ー
ノ
ー

（
だ
）
金
水

”
良
巾

4

水
化
学
次
郎
（
”
）
金
水

蝦
墹
山
輿
（
４
）
金
水

h'j'i
’二

仙
牒
政
武
（
鋤
）
川
命

（
ｕ
Ⅱ
岫
川
・
分
）

凸
邑

加
藤
山
松
（
幅
）
余
水

水
卜

４
１、
．
、
行
雄
（
洲
）
恥
瀬

吐
岐
武
幟
（
別
）
斑
瀬

l'｜

川

旅
雌

61

1岼

川

松
lll

山
崎
チ
ヨ
（
利
）
余
水

ｔ
雌
武
し
（
ひ
嚇
瀬

川
品
金
叫
郎
（
万
）
涛
良
巾

樅
水
秀
七
（
洲
）
令
水

露
郷
｛
弐
一
削
嶮

へ
斎
藤
鉄
錐
（
地
ご
蕪
瀬

一
平
川
庇
子
（
山
光
）
那
瀬

（
岫
榊
主
峅
怖
一
調
“
一
丞
課
榊
伽

（
御
栂
諏
巡
歴
郭
即
叶
一
川
所
柿

天
Ｉ
好
夫
（
″
血
山
郎
）
涛
良
巾

一
山
本
近
子
（
宋
存
）
山
梨
肌

（
繩
誹
と
咋
犀
釧
懲
叫
咋
一
二
鵬
州

L

k

へ

8(）
酋

金

水

マ
サ
雨
）
琉
獅

、

ヱ

ヘ

69
…

IF

､Jっ
12

良
'|】

今
年
は
町
股
避
稚
が
あ
り
主

す
。
金
木
町
政
の
先
導
背
を
選

ぶ
選
稚
で
十
．
決
し
て
、
間
収

・
申
込
■
■

仙
叱
に
主
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
な

く
’
し

、
雌
い
・
螺
を
投
じ
ま
し

ｋ
う
。
投
螺
Ⅲ
は
３
月
即
日
で

す
。
ひ
と
り
の
恥
樅
背
も
な
い

に
ゞ
Ｊ
に
、
、
か
に
与
え
ら
れ
た

一
畑
キ
一
町
政
に
Ⅸ
映
さ
せ
ま
し

上
．
』 新

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
こ
さ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う

そ
に
ろ
し
く
。

待
望
の
新
年
妙
咄
に
う
ゃ
く

で
き
あ
が
り
寝
Ｌ
た
。
今
川
は

川
股
・
砿
災
の
年
砿
の
辞
が
あ

り
主
寸
の
で
、
も
っ
と
い
く
み

な
さ
ん
に
配
布
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
す
か
、
糀
術
に
迫

も
１
姑
、

わ
れ
て
巾
・
し
沢
な
く
哩
》
て
Ｉ

主
す
・新

た
に
「
金
木
伎
舳
」
を
掲

倣
い
た
し
主
す
。
〃
余
水
郷
ｔ

史
″
の
小
か
ら
彼
枠
し
て
い
指

す
が
、
み
な
さ
ん
め
中
で
「
伎

紙
」
而
叩
柵
」
な
ど
一
一
β
し
り

‐
ロ
寺
、
〃

〃
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
れ
ば

掲
仙
し
た
い
し
一
Ｕ
い
主
す
。
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